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ボトムアッププロセスによるグラフェンナノリボンの合成 

 嘉部 量太 

 グラフェンに代表される二次元シート状の炭化水素材料は、優れた導電性のため、近年注目

を集めている。しかしグラフェンは分子間で容易にスタックすること、サイズ制御が難しいこと、
合成過程でのディフェクトサイトが発生することなど、その取り扱いが困難であり、デバイス化
の妨げとなっている。 

 本研究では、グラフェンの一部であるグラフェンナノリボン(GNR)に注目し、低分子芳香族化
合物を核とする、ボトムアッププロセス(溶液中、および基板表面上)によるGNRの合成につい

て報告する。また、特異な物性を示す芳香族化合物として、非平面型芳香族化合物の合成と
物性についてもあわせて報告する。 
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